
第1回ワークショップ参加者約110名のうち、行政職員を除く参加者83名のうちアンケー
トにご協力いただいた７３名のご意見をまとめたものです。詳細については第２回ワークショッ
プでお示しします。 

① 開催を知るきっかけ 「開催案内のチラシ」が約7割、「知人からの情報」が約２割、 
その他「新聞」「Facebook」など 

② 開催に関する事項 開催時間帯は約8割が「適当」 
曜日は「適当」が6割、「土曜日が適当」が2割 

③ ワークショップ 長さは約7割が「適当」 
   進め方は「満足している」「どちらともいえない」が約4割ずつ 
   会場は約６割が「良い」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 自由意見 運営に関するご提案や、「鞆まちづくりビジョンのイメージがわかない」など、 

今後回数を重ねる中で工夫すべき事項があげられています。 
 
 

 
 

第１回ワークショップを開催しました 
 

8 月 16 日火曜日、午後 7 時半より鞆公民館の２階ホールに
て「鞆まちづくりビジョン」策定に向けた第１回ワークショップ
を開催しました。「鞆まちづくりビジョン」とは、次の世代へと
繋ぐ「これからの鞆のあり方」について、鞆のみなさんと知恵を
出し合い、共感し合える「鞆の将来像」とそれを実現するための
まちづくりのあり方をまとめるもので、2017年度（平成29年
度）中に策定する予定です。 
第１回ワークショップの参加者は福山市職員も含めて約 110
名、高校生から高齢者まで、男性も女性も、また移住してきた方
や地元の世話役の方など幅広い方々が鞆のまちづくりに対する
思いを共有しようと、鞆の「よいところ」「改善した方がよいと
思うところ」「その他」について個々の思いを付せんに書き大き
な地図に貼っていただいたところ、431 枚もの意見が出されま
した。（全ての意見は資料として整理し、次回ワークショップで
お示しします） 
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鞆町のみなさんと「鞆まちづくりビジョン」を考える 
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第1回ワークショップでの話し合いの様子

付せんに意見を書き地図に貼る様子

【お問い合わせ先】 福山市建設局都市部都市計画課（鞆まちづくり推進担当）
                         電話（084）928-1142 （担当：岩木） 

多くの方々に参加していただき，改めて，鞆のみなさんのまちづ
くりに対する熱い思いを実感しています。みなさんの思いを出し合
い，いつまでも暮らし続けるための「安心・安全」を確保しつつ，
鞆の資源を共有しながら，みなさんの合意に基づき，将来を担う子
ども達の未来へのまちづくりを進めていければと思います。この第
１回ワークショップは，そのための「キックオフ」だと思っており
ます。 
私は，鞆で生まれ鞆で育ち，鞆が大好きです。この鞆をいつまで
も福山市の宝として育てていくため，みなさんのご協力をよろしく
お願い申し上げます。 

羽田市長（開催日現在）による開会の挨拶要旨

鞆まちづくりビジョン策定支援チーム紹介 
ワークショップのファシリテーターチーム（進行役）
として、鞆まちづくりを支援していただくのは、一般社
団法人コンセンサス・コーディネーターズのみなさん
（桑子敏雄さん（代表）、橋本成仁さん、高田知紀さん、
上田泰子さん）です。 
行政と住民のみなさんとの間に立ち、鞆まちづくりビ

ジョン策定を支援していただきます。 

鞆まちづくりビジョン
第２回ワークショップを開催します。 

10/5 
（水） 

【時間】19:30～21:30 【場所】鞆公民館２階ホール 

第２回ワークショップの内容（予定） 
◯第１回ワークショップの意見概要  ◯第１回ワークショップの会場アンケート結果 
◯「鞆まちづくりビジョン」に盛り込む内容とは 
 ～どのような内容を書き込むのか、項目立てを検討してみたいと思います。～ 
 （例えば） ・鞆の現況  ・鞆の課題  ・鞆の課題解決の方向性 
       ・まちづくりビジョン実現のための体制 
       ・まちづくりビジョン実現のためのスケジュール  など 

前回のワークショップには、若者から高齢者まで、男性も女性も多く参加していただきました。

より多くの参加をお待ちしています。 

④ 鞆まちづくりビジョンをつくること ⑤ 鞆の将来を考える上でワークショプは有意義だったか

第１回ワークショップ会場アンケート結果概要 

  ～ これからの鞆のこと、おとなも子どもも一緒に考えましょう ～ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

少子化で競争力がつかない 

交通渋滞、空き家、買い物 

高齢化による担い手不足 

電線が景観の邪魔 

 

総合的な政策がない 

命や財産を守る対策がない 

－ 

住民の意識、若い人の流出 

（提案）目的をわかりやすく 

地域の繋がり 
生活環境 
伝統・文化 
風景 
まちの風情 
観光 
防災 
教育 
活力 
その他 

面倒見、鞆気質、親切 

大型車が通らず静か 

資料館、歴史遺産、祭り 

景観、港と古い町並み 

ゆるやかな時の流れ、自由

－ 

－ 

郷土愛創造の実践の場 

（提案）世代別での話し合い

－ 

地域の繋がり 
生活環境① 
生活環境② 
伝統・文化 
風景 
観光 
防災 

人情、旅人に優しい 

－ 

－ 

歴史的行事、お祭り 

景色、自然豊か、歴史 

－ 

－ 

－ 

道路事情 

空き家の活用 

－ 

－ 

トイレ、知名度の浸透、PR 

危機意識が低い 

地域の繋がり 
生活環境 
伝統・文化 
風景 
まちの風情 
観光 
防災 
教育 
福祉 
活力 
その他

少子高齢化、度量が狭い 

夜が暗く店がない、下水道 

－ 

－ 

－ 

駐車場、トイレ、ＰＲ不足 

海・山からの災害 

高校がない 

－ 

架橋に係る住民の対立 

行政とのパイプがない 

地域の繋がり 
生活環境① 
生活環境② 
伝統・文化 
風景 
まちの風情 
観光 
産業 
防災 
活力 
その他 

移住者サポートの文書化 

まず道路の改善、渋滞 

空き家対策、買い物店不足 

祭事の後継者不足 

－ 

－ 

食事処、トイレ、案内所 

漁師の後継者がいない 

平地区に避難場所がない 

将来が不安で若者が流出 

全体・地区別ビジョン必要 

地域の繋がり 
生活環境① 
生活環境② 
生活環境③ 
伝統・文化 
風景 
まちの風情 
観光 
防災 
活力 
その他 

町内・近所仲良し、子育て 

－ 

－ 

－ 

祭りが多い、史跡が多い 

景色が良い、家の裏が海 

ふるさとという生活 

海の幸、行事をＰＲ 

－ 

仙酔島で海水浴とBBQ 

家の裏に船がおける 

少子化進み子育てが不安 

渋滞、交通、道が狭く危険 

歩行者・自転車の安全 

空き家、生活排水、広場 

蔵などが壊れたときの補助 

浜が汚い、重伝建を早く 

－ 

駐車場、ＰＲ不足 

災害時に弱い 

（提案）車に鞆ナンバー 

待ったなしの状態 

第１回ワークショップの主なご意見【地区別に整理しました】 

御幸一・御幸二・御幸三 町内にお住まいの方のご意見

原・鍛冶・祇園・石井・石井浜町内にお住まいの方のご意見

関北・関中・関南・道越・西町内にお住まいの方のご意見

江之浦北・江之浦中・江之浦南・江之浦元一・ 
江之浦元町西・焚場 町内にお住まいの方のご意見 

平一・平二・平三 町内にお住まいの方のご意見 

町外にお住まいの方のご意見 

発表者の意見を中心に ～ 全体の傾向「鞆のよいところ」 ～

区 分    よいところ       改善するところ
地域の繋がり 
生活環境 
伝統・文化 
風景 
まちの風情 
観光 
産業 
防災 
福祉 
活力 

隣近所の和、子どもサポート

多世代で暮らしている 

歴史や祭りを大切にする 

豊かな自然・景観 

ゆったりと流れる時間 

観光地のよさを発信して 

－ 

－ 

福祉・健康づくりが原点 

（提案）古民家活用で雇用を 

少子化、子育て環境に不安 

街灯、若者の流出、空き家 

文化財保護を急いで 

昔と一緒の鞆にこだわる 

－ 

静かに暮らしたい 

（提案）通勤の人を居住 

危機感がない 

－ 

若者参加 

区 分    よいところ       改善するところ
人情に厚い、子育てに良い

大型トラックが入らない 

歴史・祭り・神事・伝統 

景色、海、町並み 

のんびりした時間 

観光地 

－ 

－ 

福祉が充実 

－ 

鉄鋼団地に企業が多い 

区 分    よいところ       改善するところ

区 分    よいところ       改善するところ
異世代交流、町への愛着 

－ 

－ 

伝統文化、祭りと継承 

景観 

どの時間帯も人が出歩く 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

区 分    よいところ       改善するところ

区 分    よいところ       改善するところ

◇鞆は子どものころからみんな一緒に暮らしてきました。みんなの顔がわか
るコミュニティがあり、人情の厚いまちです。人と人のかかわりが密接な
のがいいところです。 
◇多世代の交流がしやすいまちです。祭りなどで色々な世代の方々と交流が
できます。 
◇高齢者の見回りをしている時に、留守だった場合、誰かが「どこに行って
いたよ」と教えてくれます。地域の情報をみんなが伝えてくれるとても住
みやすい環境です。みんなの目が行き届いており、高齢者の方々も暮らし
やすいまちです。 
◇最近は、若い外国人がよく鞆を訪れてくれます。鞆の人びとは、そういっ
た旅の人たちにも親切にしています。 
◇鞆のまちは自由な雰囲気がよい点です。それぞれの住民が独立して暮らし
ています。 
◇鞆は、子育てがしやすい環境です。ほかの地域から移り住んできて、出産
しても、暮らしやすいと感じています。 
◇「死ぬまで暮らしたい」と思えるくらい鞆のまちが好きです。 
◇鞆のまちにはお祭りがたくさんあります。お祭りのまちと言っても過言で
はありません。鞆の人は、お祭りに行けないことを寂しいと感じるくらい、
お祭りが大好きです。 
◇お祭りがあるから、多世代が交流でき、地域が一体になることができます。
◇鞆は万葉集の時代から語られてきた伝統のあるまちです。 
◇鞆は、ゆるやかなまちの流れがいいです。都会から人が来ると、鞆の時間
の流れにみんな感動してくれます。 
◇大きい車(トラック)がたくさん通らないということは、大きい音もしない
し空気もよいということだと思います。 
◇また、子どもや高齢者が安心して暮らすことができます。 
◇一方で、朝早くにトラックは通っています。以前に、家の屋根や雨どいが
壊されたこともありました。 
◇道路は広ければよいというわけではなく、また狭ければよいということで
もありません。大切なのは、「道路」と「走る車」の関係をしっかりと考え
ることです。 
◇今あるまちの空間をふまえながら、交通の課題を解決していくための方策
をみんなで考えていくことも大切です。 

編集：コンセンサス・コーディネーターズ

※全てのご意見を整理したものは第2回ワークショップで配付します。


